
 

 

おなかの赤ちゃんを先天性風しん症候群から守るために 

風しんは約 5年ごとに流行を繰り返しており、免疫がない集団では１人から 5～7

人にうつす強い感染力を持っている感染症です。風しんの予防接種の対象が、1994

年まで中学生女子に限られていたため、免疫の無い 30～50 代男性が流行に大きく

影響しているようです。 

特に妊娠初期（妊娠 20週以前）の女性が風しんにかかると、生まれてくる

赤ちゃんが心臓の病気がある、耳が聞こえにくい、目が見えにくい、などの特

徴をもって生まれることがあります。⇒「先天性風しん症候群」 

妊婦と妊娠する可能性が高い方が風しんにかかることがないよう、風しんの予防：

ワクチンを接種し、風しんに対する免疫を獲得することが有効です。 

風しんに対する十分な免疫があるかどうかは、抗体検査で確認できます。  

県央保健所では、風しんワクチンの接種をすすめるために、抗体検査を無料で実施

しています。 

 

●風しん抗体検査について（予約制です） 
対象者：県内に在住（長崎市、佐世保市を除く）する次のいずれかに該当する方   

① 妊娠を希望している女性（妊婦は除く） 

② 妊娠を希望している女性の夫・パートナー 

③ 風しん抗体価が低い妊婦の夫・パートナー 

④ 風しん抗体価が低い妊婦の同居者 

＊対象外の方：過去に風しん抗体検査を受けたことがある方  

明らかに風しん予防接種歴がある方 

風しんにかかったことがある方（検査で確定診断を受けた）妊婦 

検査日時・場所：毎週火曜 １０：００～１４：３０ 県央保健所 

        （祝日年末年始・3月の最終週と 4月の最初の週を除く） 

検査・費用：血液検査（８ｍｌ採血）、無料 

申込方法：県央保健所ホームページからオンライン予約 

（検査日の 1か月前から前日の 12時まで） 

ご不明点は県央保健所にご確認ください。 

TEL：0957-26-3306）  

検査結果：約２～４週間後に来所にてお知らせします。 

 

＜問い合わせ＞  

県央保健所 地域保健課 健康対策班 

住 所：諫早市栄田町２６－４９ 

電 話：０９５７－２６－３３０６ 

         

令和 8年度 

オンライン予約 

QRコード          


